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マツ材線虫病とマツカレハを紹介してきま

したが、今回は、本県でこれまでに発生したい

くつかの害虫をまとめて紹介します。 

 

マツバノタマバエ 

 １９９４年の６～７月頃に新湊市内の工場や

公園に植栽されているクロマツ林が真っ赤になっ

て枯れているとの情報があり、現地に行って調べ

たところ、マツバノタマバエの被害であることが

わかりました。この被害は、周辺の民家の庭木の

クロマツやアカマツにも発生し、当時大問題にな

りました。市では薬剤処理を実施したので、被害

は最小限に食い止められたという経緯があります。 

 ５月下旬から７月下旬にかけて羽化した成虫は

針葉の根元に卵を産みます。卵から帰った幼虫は

根元付近の針葉に潜り込み、そこで大きくなるの

で、針葉の基部は膨らみ、針葉も伸びなくなりま

す。最後には枯れますので、遠くからみれば真っ

赤になって木全体が枯れたように見え、景観が著

しく悪化するとともに松の樹勢も衰えます。幼虫

は、針葉の基部で１０月頃まで発育を続け、成熟

すると地表面に落下して越年し、翌年に成虫とな

って羽化します。 

この害虫の防除法としては、薬剤を使用する方

法もありますが、お勧めの方法があります。それ

はこの害虫の特徴を利用した方法です。秋になる

と幼虫は落下して落葉層や土壌中で越冬しますの

で、それらを集めて焼却する方法です。また、越

冬している場所が乾燥状態であれば、死亡率が高

まることが知られていますので、日頃から松の直

下をできるだけ乾燥した状態に保つことが大切で

す。これを実行していれば、被害を食い止めるこ

とができます。 

 

アブラムシ類 

梅雨頃に庭木や盆栽の松の幹が真っ白になった

が、どうしたらよいのかという問い合わせがよく

あります。これはトウアマツカサアブラムシによ

る被害で、この害虫の体表が白色紛で覆われてい

るためです。防除法としては、白いものが目立つ

ようになると、たわしや歯ブラシなどで、早めに

かき取るようにしてください。 

 

シンクイムシ類 

 松の枝の先端が萎れて枯れたようになった

が、どうしたらよいかという問い合わせもよく

あります。この被害の多くはシンクイムシ類に

よる被害です。これは、被害部分を切除して、

焼却処分してください。 

 


